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市
は
年
２
回
、
財
政
事
情
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
１５
年
度
決
算
と
平
成
１６
年
度
上
半
期

（
平
成
１６
年
４
月
１
日
〜
９
月
３０
日
）
の
収
支
状
況

な
ど
の
概
要
を
市
立
中
央
病
院
な
ど
公
営
企
業
の
業

務
状
況
と
あ
わ
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
は
財
政
課
（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
４
１

１
）
へ
。

平
成
１５
年
度
の
各
会
計
別
歳

入
・
歳
出
決
算
状
況
は
、
下
表

の
と
お
り
で
す
。

《
一
般
会
計
》

歳
入
が
１
５
４
５
億
４
６
５

４
万
円
に
対
し
歳
出
は
１
５
３

９
億
７
７
２
２
万
円
で
、
差
し

引
き
５
億
６
９
３
２
万
円
の
剰

余
と
な
り
ま
し
た
が
、
繰
越
事

業
費
４
億
３
６
９
５
万
円
の
充

当
財
源
と
し
て
５
２
４
８
万
円

を
翌
年
度
に
繰
越
し
て
い
る
た

め
、
実
質
的
に
は
５
億
１
６
８

４
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
で
は
、
市
税
収
入
が
前

年
度
比
３
・
８
％
の
減
額
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
扶
助
費
の
増

額
に
と
も
な
う
国
庫
支
出
金
の

増
額（
前
年
度
比
１０
・
３
％
増
）、

借
換
債
の
発
行
や
臨
時
財
政
対

策
債
の
増
額
に
よ
る
市
債
の
増

額
（
前
年
度
比
１
０
０
・
３
％

増
）、
市
の
貯
金
で
あ
る
基
金

の
取
崩
し
な
ど
に
よ
る
繰
入
金

の
増
額
（
前
年
度
比
２７
・
５
％

増
）
な
ど
に
よ
り
、
総
額
で
前

年
度
比
２
・
８
％
の
増
額
と
な

っ
て
い
ま
す
。

一
方
、歳
出
で
は
、生
活
保
護

費
や
児
童
扶
養
手
当
な
ど
の
民

生
費（
前
年
度
比
９
・
４
％
増
）、

市
債
の
借
換
え
に
と
も
な
う
元

金
償
還
金
や
復
興
事
業
等
で
発

行
し
た
市
債
の
元
金
償
還
金
な

ど
公
債
費
（
前
年
度
比
１６
・
８

％
増
）
が
増
額
し
て
お
り
、
西

宮
北
口
駅
北
東
地
区
市
街
地
再

開
発
事
業
の
終
了
な
ど
に
よ
り

土
木
費
（
前
年
度
比
８
・
５
％

減
）が
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、

総
額
で
は
前
年
度
比
３
・
２
％

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

《
特
別
会
計
》

１３
の
特
別
会
計
の
合
計
で
、

歳
入
が
９
８
７
億
６
５
８
８
万

円
に
対
し
歳
出
は
９
８
５
億
３

３
３
１
万
円
で
、
差
し
引
き
２

億
３
２
５
７
万
円
の
剰
余
と
な

り
ま
し
た
が
、
繰
越
事
業
費
１

億
７２
万
円
の
充
当
財
源
と
し
て

７
７
６
万
円
を
翌
年
度
に
繰
越

し
て
い
る
た
め
、
実
質
的
に
は

２
億
２
４
８
１
万
円
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。

今
後
も
厳
し
い

市
の
財
政
状
況

平
成
１５
年
度
は
、
震
災
復
興

事
業
の
完
了
に
向
け
て
取
り
組

む
と
と
も
に
、
保
育
所
の
待
機

児
童
対
策
や
「
み
や
っ
こ
キ
ッ

ズ
パ
ー
ク
」
の
開
設
、
介
護
保

然
高
水
準
で
あ
り
、
扶
助
費
も
増
加
し
て

い
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
市
の
財
政
は
今

後
も
厳
し
い
状
況
が
続
き
ま
す
。

り
、
黒
字
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、
歳
入
の
根
幹
で
あ
る
市
税
収
入
の
減
少

や
市
債
の
元
利
償
還
金
で
あ
る
公
債
費
が
依

物
件
費
の
削
減
、
予
算
の
効
率
的
な
執
行
に
よ

基
金
の
活
用
や
行
財
政
改
善
に
よ
る
人
件
費
・

す
る
な
ど
、環
境
、情
報
化
施
策
を
推
進
し
ま
し
た
。

施
策
や
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
環
境
学
習
都

市
宣
言
」を
行
い
、「
地
域
公
共
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
整
備

険
事
業
の
充
実
な
ど
子
育
て
や
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た

平
成
１６
年
９
月
３０
日
現
在
に
お
け
る
予
算
額
は
、
一
般
会
計
が
１

６
８
７
億
５
７
７
３
万
円
、
１３
の
特
別
会
計
が
１
０
３
２
億
９
７
６

５
万
円
、合
計
２
７
２
０
億
５
５
３
８
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す（
左

表
参
照
）。４
月
当
初
の
合
計
予
算
額
か
ら
６
億
９
７
６
４
万
円
を

増
額
し
て
い
ま
す
。た
だ
し
、こ
の
額
に
は
前
年
度
か
ら
の
繰
越

分
５
億
３
７
６
７
万
円
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
実
質
的
に

は
、１
億
５
９
９
７
万
円
を
補
正
増
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
予
算
に
対
す
る
収
入
お
よ
び
支
出
の
状
況
に
つ

い
て
は
、
一
般
会
計
で
収
入
４８
・
１
％
、
支
出
４５
・
１
％
、

特
別
会
計
の
合
計
で
収
入
３４
・
２
％
、
支
出
４３
・
９
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

《
行
政
コ
ス
ト

計
算
書
》

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
は
、
人

的
サ
ー
ビ
ス
や
給
付
サ
ー
ビ
ス

と
い
っ
た
資
産
の
形
成
に
つ
な

が
ら
な
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
の
た
め
に
要
し
た
コ
ス
ト

（
有
形
固
定
資
産
の
減
価
償
却

費
や
市
税
等
の
不
納
欠
損
額
、

職
員
の
退
職
給
与
引
当
金
な
ど

の
非
現
金
支
出
を
含
む
）
と
、

そ
の
財
源
と
し
て
の
収
入
の
状

況
な
ど
を
表
す
も
の
で
す
。

平
成
１５
年
度
の
行
政
コ
ス
ト

総
額
は
１
２
１
２
億
円
（
前
年

度
比
７
億
円
の
減
）
で
、
そ
の

内
訳
は
扶
助
費
等
の
「
移
転
支

出
的
な
コ
ス
ト
」
が
４
３
３
億

円
で
最
も
多
く
、
以
下
、
人
件

費
等
の「
人
に
か
か
る
コ
ス
ト
」

が
３
５
６
億
円
、
物
件
費
等
の

「
物
に
か
か
る
コ
ス
ト
」
が
３

４
１
億
円
、「
そ
の
他
の
コ
ス

ト
」
が
８２
億
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。一

方
、
収
入
は
１
２
６
２
億

円
（
前
年
度
比
２７
億
円
の
減
）

で
、
国
県
支
出
金
が
１
９
４
億

円
、
使
用
料
・
手
数
料
等
が
１

０
２
億
円
、
市
税
等
の
一
般
財

源
が
９
６
６
億
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

さ
れ
な
い
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

本
市
の
場
合
、
総
務
省
が
示
し
た

統
一
基
準
に
従
い
、
昭
和
４４
年
度
以

降
の
普
通
会
計
に
お
け
る
決
算
統
計

の
デ
ー
タ
を
使
用
し
た
簡
便
法
で
作

成
し
て
い
ま
す
。

平
成
１５
年
度
末
現
在
の
本
市
の
資

産
は
６
９
４
３
億
円
（
前
年
度
比
５０

億
円
の
減
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
内

訳
は
、
土
地
や
建
物
な
ど
の
有
形
固

定
資
産
が
６
１
９
９
億
円
、
出
資
金

や
貸
付
金
な
ど
の
投
資
等
が
５
３
５

億
円
、現
金
・
預
金
な
ど
の
流
動
資
産

が
２
０
９
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
、
負
債
は
３
０
２
５

億
円（
前
年
度
比
１
１
４
億
円
の
減
）

で
、
資
産
形
成
の
半
分
近
く
を
借
入

金
な
ど
に
頼
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。内
訳
は
、地
方
債
な
ど
の
固

定
負
債
が
２
６
６
６
億
円
、
流
動
負

債（
翌
年
度
償
還
予
定
の
地
方
債
）が

３
５
９
億
円
で
、
地
方
債
の
借
入
残

高
は
固
定
負
債
と
流
動
負
債
を
合
わ

せ
２
５
６
８
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
資
産
か
ら
負
債
を
差
し
引

い
た
正
味
資
産
（
民
間
企
業
の
「
資

本
」
に
相
当
）
は
、
３
９
１
８
億
円

（
前
年
度
比
６４
億
円
の
増
）
で
す
。

こ
れ
ら
を
市
民
１
人
あ
た
り
に
換

算
す
る
と
、
資
産
は
１
５
６
万
円
、

負
債
は
６８
万
円
、
正
味
資
産
は
８８
万

円
と
な
り
ま
す
。

《
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
》

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
資
産
や

負
債
な
ど
の
ス
ト
ッ
ク
の
状
況
を

明
ら
か
に
し
た
財
政
分
析
の
資
料

で
す
。
発
生
主
義
に
基
づ
く
企
業

会
計
方
式
を
取
り
入
れ
、
現
金
主

義
に
よ
る
単
年
度
の
収
支
を
対
比

し
た
現
在
の
会
計
方
式
で
は
表
示

市
は
、
企
業
会
計
方
式

に
よ
る
財
政
分
析
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の

ほ
ど
、
平
成
１５
年
度
決
算

に
基
づ
く
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
（
貸
借
対
照
表
。
下
表

参
照
）を
作
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
１５
年
度
中
に

提
供
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
状
況
を
表
す
行
政
コ
ス

ト
計
算
書（
左
下
表
参
照
）

も
作
成
し
ま
し
た
の
で
、

そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
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平成１５年度決算の概要

《一般会計 歳入・歳出決算の構成》

１６
年
度
上
半
期
の
状
況

バランスシートを
作成しました

財政分析の資料に
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《平成１５年度 歳入・歳出決算状況》
区 分

会 計

歳入決算額

①

歳出決算額

②

歳入・歳出
差引額
①－②＝③

翌年度に
繰越すべき財源

④

実質収支額

③－④

一般会計 １５４５億４６５４万円 １５３９億７７２２万円 ５億６９３２万円 ５２４８万円 ５億１６８４万円

特別会計（１３会計） ９８７億６５８８万円 ９８５億３３３１万円 ２億３２５７万円 ７７６万円 ２億２４８１万円

主
な
特
別
会
計

国民健康保険 ３１０億３６１７万円 ３１０億４９１万円 ３１２６万円 ３１２６万円

食肉センター ４億８９９２万円 ４億８４９８万円 ４９４万円 ４９４万円

下水道事業 １５４億９１４６万円 １５４億３６１１万円 ５５３５万円 ４５０万円 ５０８５万円

市街地整備事業 ３億７９６７万円 ３億２１０３万円 ５８６４万円 ３２６万円 ５５３８万円

公共用地買収事業 １３億５１３１万円 １３億５０９１万円 ４０万円 ４０万円

老人保健医療事業 ３２７億７５２９万円 ３２７億６０３万円 ６９２６万円 ６９２６万円

介護保険 １４５億１９８８万円 １４５億１７４８万円 ２４０万円 ２４０万円

合 計 ２５３３億１２４２万円 ２５２５億１０５３万円 ８億１８９万円 ６０２４万円 ７億４１６５万円

《予算現額および収入・支出の状況》 （平成１６年９月３０日現在）

区 分
会 計

予算現額
①

収入済額
②

執行率
②／①

支出済額
③

執行率
③／①

一般会計 １６８７億５７７３万円 ８１２億４７１５万円 ４８．１％ ７６０億８０９７万円 ４５．１％

特別会計（１３会計） １０３２億９７６５万円 ３５３億１１６４万円 ３４．２％ ４５３億７１３万円 ４３．９％

主
な
特
別
会
計

国民健康保険 ３２６億５５６０万円 １１２億２８６万円 ３４．３％ １４８億１７２９万円 ４５．４％

食肉センター ５億２３４２万円 ４５６８万円 ８．７％ ２億７０２万円 ３９．６％

下水道事業 １５７億５４８８万円 ２３億７４８８万円 １５．１％ ６６億４７８万円 ４１．９％

市街地整備事業 ２億２５２８万円 ５８６４万円 ２６．０％ ３４９３万円 １５．５％

公共用地買収事業 １５億４９６３万円 ６５８５万円 ４．２％ ３億２２４５万円 ２０．８％

老人保健医療事業 ３２５億２１９２万円 １３７億２２８３万円 ４２．２％ １５４億８４０９万円 ４７．６％

介護保険 １５８億７０４７万円 ５５億７９１９万円 ３５．２％ ６６億５６８２万円 ４１．９％

合 計 ２７２０億５５３８万円 １１６５億５８７９万円 ４２．８％ １２１３億８８１０万円 ４４．６２％

行政コスト計算書（普通会計）
区 分 平成１４年度 平成１５年度

行政コスト Ａ １２１９億２０５４万円 １２１１億９０３７万円

人にかかるコスト ３６１億３３９８万円 ３５５億４９１７万円

人件費 ３３９億７６４２万円 ３３２億３８８６万円

退職給与引当金繰入等 ２１億５７５６万円 ２３億１０３１万円

物にかかるコスト ３４４億１８０９万円 ３４０億８３０４万円

物件費 １８６億５５０６万円 １７９億３４５４万円

維持補修費 ２１億３５４９万円 ２７億２８２１万円

減価償却費 １３６億２７５４万円 １３４億２０２９万円

移転支出的なコスト ４２８億５３５０万円 ４３３億３５３３万円

扶助費 １８５億２９０３万円 ２１０億５５５９万円

補助費等 ５２億８２７９万円 ５０億１２１７万円

繰出金 １５８億１２２６万円 １５２億６８２６万円

普通建設事業費
（他団体等への補助金等）

３２億２９４２万円 １９億９９３１万円

その他のコスト ８５億１４９７万円 ８２億２２８３万円

災害復旧事業費 １５３０万円 １４９０万円

公債費（利子） ８０億８６５５万円 ７４億６３６９万円

不納欠損額 ４億１３１２万円 ７億４４２４万円

収入項目 Ｂ １２８９億４９９６万円 １２６１億８０１８万円

使用料・手数料等 １０３億７０７７万円 １０１億５３７９万円

国県支出金 １８０億８２２１万円 １９４億４６８万円

一般財源 １００４億９６９８万円 ９６６億２１７１万円

正味資産国県支出金償却額 Ｃ ３８億７８７１万円 ３８億３１８６万円

差引一般財源等増減額 Ｂ＋Ｃ－Ａ １０９億８１３万円 ８８億２１６７万円

バランスシート（普通会計）
借 方 平成１４年度末 平成１５年度末 貸 方 平成１４年度末 平成１５年度末

【資産の部】 【負債の部】

１．有形固定資産 １．固定負債
（１）総 務 費 １７５億４５５４万円 １８０億１７２６万円 （１）地 方 債 ２４１５億２３５万円 ２２０９億５０５９万円
（２）民 生 費 ７９億４３１０万円 ８７億４６３１万円 （２）債務負担行為 １８５億 ４８万円 １７８億２８１２万円
（３）衛 生 費 ４７９億４１２６万円 ４５７億９４３７万円 （３）退職給与引当金 ２８１億３７７６万円 ２７２億７６３１万円
（４）労 働 費 ３億９２３６万円 ３億６７００万円 （４）その他（預り敷金） ５億５６４６万円 ５億５９７３万円
（５）農林水産費 １０２万円 ６８万円 固定負債合計 ２８８６億９７０５万円 ２６６６億１４７５万円
（６）商 工 費 ２億５７４３万円 ３億２２９５万円
（７）土 木 費 ４０５４億９６５８万円 ４０４１億４４６７万円 ２．流動負債
（８）消 防 費 ４７億４０５１万円 ４５億４５８９万円 （１）地方債翌年度償還予定額 ２５２億９９５万円 ３５８億４２１０万円
（９）教 育 費 １３１３億５６７８万円 １３０２億９４７万円 （２）翌年度繰上充用金 ０ ０
（１０）そ の 他 ７７億５５１７万円 ７７億３６７９万円 流動負債合計 ２５２億９９５万円 ３５８億４２１０万円
有形固定資産合計 ６２３４億２９７５万円 ６１９８億８５３９万円

負債合計 ３１３９億７００万円 ３０２４億５６８５万円
２．投資等
（１）投資及び出資金 ２０８億３８４１万円 ２１３億９５７６万円
（２）貸 付 金 １９７億１９７万円 １７６億５２１０万円 【正味資産の部】
（３）基 金 １４８億４２９５万円 １４４億６５８７万円
投資等合計 ５５３億８３３３万円 ５３５億１３７３万円 １．国庫支出金 １４７５億４７０８万円 １４５２億５１１万円

２．県支出金 ４６億７４０９万円 ４５億１４６７万円
３．流動資産 ３．一般財源等 ２３３１億６５３９万円 ２４２０億９１５３万円
（１）現金・預金 ９２億８５８８万円 ８４億６０２９万円
（２）未 収 金 １１１億９４６０万円 １２４億８７５万円 正味資産合計 ３８５３億８６５６万円 ３９１８億１１３１万円
流動資産合計 ２０４億８０４８万円 ２０８億６９０４万円

資産合計 ６９９２億９３５６万円 ６９４２億６８１６万円 負債・正味資産合計 ６９９２億９３５６万円 ６９４２億６８１６万円
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○ 水 道 事 業 ○
《１５年度決算》 《１４年度決算》

給水戸数 ２０万３９９８戸 ２０万１２３５戸
給水人口 ４５万５８４２人 ４５万１７０１人
総配水量 ５７４１万８８２０� ５８７２万２６３０�
１日平均配水量 １５万６８８２� １６万８８４�
事業収益 １０２億２１３８万円 １０７億６３１７万円
事業費用 １００億９８３７万円 １０１億８４８１万円

《１６年度上半期》《１５年度上半期》
給水戸数 ２０万６１１６戸 ２０万３２２５戸
給水人口 ４５万９０４２人 ４５万５６２２人
総配水量 ２９３８万７８００� ２９３８万４７０�
１日平均配水量 １６万５８９� １６万５４９�
事業収益 ５２億３８６９万円 ５４億８８６６万円
事業費用 ４８億１３９２万円 ４９億３２３０万円

○ 中央病院事業 ○
《１５年度決算》 《１４年度決算》

年間入院患者 ８万８４９８人 ９万３００人
１日平均入院患者 ２４１．８人 ２４７．４人
年間外来患者 ２１万４９０３人 ２２万７４２人
１日平均外来患者 ８７３．６人 ９０１．０人
事業収益 ６１億１６８万円 ６０億９０８０万円
事業費用 ６４億４０４１万円 ６６億２００万円

《１６年度上半期》《１５年度上半期》
延べ入院患者 ４万２９７２人 ４万３１５７人
１日平均入院患者 ２３４．８人 ２３５．８人
延べ外来患者 １０万４５９８人 １０万８９０７人
１日平均外来患者 ８４３．５人 ８６４．３人
事業収益 ２９億４９９１万円 ２９億５７２４万円
事業費用 ２９億８３６７万円 ２９億６９２６万円

○ 工業用水道事業 ○
《１５年度決算》 《１４年度決算》

給水事業所数 ５０所 ５３所
１日契約水量 ３万４７７６� ３万５８９２�
総配水量 ７２３万５９４０� ６９４万２６９８�
１日平均配水量 １万９７７０� １万９０２１�
事業収益 ５億７６８９万円 ６億６６７１万円
事業費用 ５億７５６７万円 ５億９２８５万円

《１６年度上半期》《１５年度上半期》
給水事業所数 ４８所 ５０所
１日契約水量 ３万４６２６� ３万４７７６�
総配水量 ３６１万７０９０� ３５８万３６６０�
１日平均配水量 １万９７６６� １万９５８３�
事業収益 ２億９５２９万円 ３億１２９７万円
事業費用 ３億４９２万円 ３億９６３万円

《公有財産の状況》
区 分 数 量 評価額

土 地 ８９０万８６４９㎡ ５４２３億４９５８万円

建 物 １６０万９６６㎡ ２６８１億１３３６万円

有価証券など ― １２２億２４０５万円

合 計 ― ８２２６億８６９９万円

借入金残額…４７億円

《一時借入金等の状況》

《市債（借金）の現在高》
区 分 金 額

一般会計 ２４９６億４０５５万円

特別会計（主として下水道事業） １０７９億９７４７万円

合 計 ３５７６億３８０２万円

＊市民１人あたりに換算すると、７７万８０００円となります

市債、公有財産
などの現在高�平成１６年 �

�９月３０日現在�
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※（ ）内の数字は構成率

財財政政特特集集 財財政政特特集集（７） 平成１７年（２００５年）１月２５日 平成１７年（２００５年）１月２５日 （６）
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